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研究成果の概要（和文）：前近代アラブ世界における、書物を介した知的伝達、および、知識人たちの読書行為をめぐ
る社会的実践のあり方を分析した。ワクフ文書を用いることで、モスクやマドラサ（学院）における書物を中心とした
社会的実践の諸相が明らかとなり、また、アラビア語手稿本の奥付等に記された書き込みを「文書的」に利用すること
で、より細かな具体例を集めることができた。こうして明らかになった当時のアラブ世界における社会的実践のあり方
を他地域と比較し、当該地域･時代の有する特徴を描き出した。

研究成果の概要（英文）：This study surveyed the literary transmission of the knowledge, reading practice 
of the intellectuals, and other aspects of social practice in the pre-modern Arab world. Analysis of the 
awqaf documents clarified the aspects of the social practice using the books in Mosques and Madrasas. 
Using the notes written in the colophons of the Arabic manuscripts as documentary sources offered us rich 
examples of intellectuals in those days. Comparison of the social practice in the Arab world with that of 
the other regions illustrated the characteristic feature of this region.
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１．研究開始当初の背景 
 前近代のアラブ世界における知識の歴史
において、口承伝達が大きな役割を果たして
きたことは、従来多くの研究で指摘されてき
た。しかし、ハディース（預言者の伝承）や
歴史的知識の伝達の仕方を詳しく見るなら
ば、そこにはウォルターJ.オングの言う「声
の文化」よりも、「文字の文化」の特徴であ
る、テクストの固定性や抽象的思考といった
諸特徴が確認される。ここに、従来看過され
てきたイスラーム的知の「書承性」について
検討する意義が見いだせる。 
 また、研究代表者である中町は、これまで
マムルーク朝歴史研究の一端として、歴史家
バドルッディーン･アイニーの著作から見た、
知識人の知的実践の実例を研究してきた。そ
の過程で、彼の主著である『真珠の首飾り』
を初めとする諸作品の文献学的重要性、およ
び、彼とその親族による社会的実践について
明らかにしてきた。こうしたミクロな分析に
よって得られた知見を、より広く、前近代ア
ラブ世界、ムスリム社会における知的営為全
般という文脈で位置づける必要性が生じて
いた。 
 
２．研究の目的 
 以上のような研究状況から、この研究では
特に、イスラーム的知の書物による伝達に注
目し、どのような書物が、どのような場所で、
どのようにして用いられていたのかを考察
する。中世後期において蔵書･研究機関の中
心となったのは、寄進財産であるワクフの制
度によって運営される、モスクやマドラサ
（学院）であるため、今に残るワクフ文書群
や、手稿本（写本）の奥付等に書き込まれた、
ワクフ等さまざまな文書的記述を分析する
ことで、当時の書物の具体的なあり方を解明
する。 
 そのようにして集まったデータと、従来の
研究成果とを合わせ、当時の知識人たちによ
る読書･執筆行為の具体的な姿を再構成する。
特に、これまでの研究代表者の主たる研究対
象である歴史家アイニーと、彼の生きた時代
に活躍したさまざまな知識人たちの読書・執
筆プロセスを解明し、比較する。こうした比
較研究は、西洋史･東アジア史における書物･
読書の歴史研究との比較研究への道を開く
だろう。 
 
３．研究の方法 
（１）文書に基づく研究：この時代の書物は
大半がモスクやマドラサなどの宗教的寄進
施設に保存されており、さまざまな知的営為
もそれら施設を舞台に繰り広げられていた。
それら施設の運営を経済面で支えていたの
は、寄進財産であるワクフの制度であった。
それゆえ、ワクフ設定文書にはこの時代の書
物や読書に関する情報が数多く残っており、
ワクフ設定文書を分析することによって当
時の知識人たちによる知の社会的実践のあ

り方を知ることができる。 
 ワクフ設定文書の現物は、カイロの国立文
書館、ワクフ省等に保存されているが、これ
らの施設は利用申請に時間がかかるため、海
外からの利用は難しい。とくに、昨今のよう
にアラブ諸国の政情が不安定な時期には、現
地への渡航とりやめを余儀なくされること
も多く、恒常的な利用を見込むことはできな
い。しかし、シカゴ大学など海外の研究施設
では文書のマイクロフィルムコピーを有す
るところもあり、また近年では文書の校訂テ
クストも少数ながら刊行されるようになっ
ている。 
 なお、ワクフ設定文書を用いた研究には、
従前からアラビア語による豊富な蓄積もあ
り、それらは文書校訂も多く含んでおり重要
である。それらは単著の形で公刊されている
ものは少なく、いずれも大学紀要などの形で
発表されているため、日本からの入手は困難
であることが多い。しかし、ワクフを用いた
研究にとっては必読の参考文献である。 
（２）手稿本に基づく研究：年代記や地誌な
どナラティヴな史料を治めた手稿本だが、そ
れらの奥付等、「パラテクスト」の部分は独
立した史料としての重要性を有する。執筆
者・書写者の名や擱筆年月日、執筆・書写を
行った場所についての情報が記されるばか
りか、その書物を対象としたワクフの設定文
や、さらには「サマーウ」と呼ばれる聴講記
録などが書き込まれることもある。 
 それら、手稿本に記された情報を「文書」
として扱うことにより、蔵書施設における蔵
書数、書目や、書物の作成に関わった人物な
ど、当時の書物の扱われ方についての詳細な
データを抽出できるのである。 
 手稿本のパラテクストについては、個々の
手稿本に直接当たる以外にも、写本カタログ
などに網羅的に記されていることもある。ま
た、校訂本には時に、底本として用いた手稿
本のパラテクスト部分までも校訂されてい
ることもある。さらに聴講記録に関しては近
年、サマーウのカタログなども刊行されてい
る。 
（３）総合的研究：アイニーを中心とした分
析を、その時代のさまざまな事例と比較する
ことによって、前近代アラブ世界の全体像に
まで敷衍する。また、書物･読書の歴史に関
して豊富な実績のある、西洋史･東アジア史
との比較を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究期間においては、初年度における半
年間のシカゴ大学での研究をはじめ、トルコ、
ベルギー、イギリス、エジプトにおける短期
間の滞在による資料調査および研究発表を
行った。しかし、最も重要なエジプトにおけ
る資料調査については、現地情勢の不安定化
にともない何度かの延期を余儀なくされ、そ
のために研究計画を大幅に見直し助成期間
を 1年延長した。最終年度においては文書館



への利用申請提出を行うことができ、今後の
現地調査への道を開いたものの、現地での文
書調査は今後の大きな課題として残された
形となる。以下、上記（１）〜（３）の研究
方法に沿って、研究成果を整理する。 
 （１）の文書研究については、エジプトで
の調査は十分に行えなかったものの、シカゴ
大学図書館が所有する豊富なマイクロフィ
ルムコピーを閲覧し、一部をコピーすること
はできた。また、同図書館には過去のアラビ
ア語によるワクフ研究の成果が網羅的に収
集されており、それらを参照する機会が持て
た。こうした資料収集の成果は、今後行うエ
ジプトにおける文書調査とあわせて、分析を
継続したい。 
 （２）の手稿本研究については、雑誌論文
④を刊行した。この論文では、アイニーの弟
による写本の奥付に記されたワクフ設定文
の分析から、従来の研究では取り上げられる
ことのなかった非著名知識人による知の社
会的実践を考察した。また、既発表論文に基
づくものであるが、学会発表④と⑥もまた、
手稿本の奥付等を利用した研究である。 
 このほか当研究期間中には、申請当初には
その重要性を認識していなかった、サマーウ
（聴講記録）を用いた一連の研究に触れるこ
とができた。これらは手稿本の文書的利用と
いう点で、ワクフなどと通じるものであり、
また当時の書物や読書の具体的な事例を知
ることのできる史料として、きわめて価値が
高い。ダマスカスに収められた手稿本からサ
マーウの記録を集めた S.レーダーによるカ
タログなど、定量調査の材料としても利用可
能な先行研究もあり、これについては継続的
な分析を行う所存である。 
 （３）の総合的研究については、本研究期
間を通してさまざまな機会に公表すること
ができた。図書①は、アイニーによる歴史書
執筆の実例を中心に、さまざまな先行研究を
紹介しつつ、マムルーク朝時代の史書執筆行
為を概観するレビュー論文としての役割を
持つ。こうした、前近代アラブ世界における
書物に関する実践を分かりやすい形で提示
した論文は、他ジャンルとの比較にも道を開
いた。 
 学会発表⑤は、古代から現代にいたる西ア
ジア史を「宗教」というキーワードで通時比
較を行ったものだが、ここにはこれまで行っ
てきた文献学的研究の成果が盛り込まれて
いる。また学会発表③は、中世ヨーロッパ史
との比較を意識して、マムルーク朝知識人の
全体像を提示したものであるが、この試みを
さらに推し進め、学会発表①では日本、中国、
西洋との比較史の場において、「イスラーム
的読書」なる概念を手がかりに、前近代アラ
ブ世界の書物･読書の特異性や他との共通性
を論じた。 
 なお、本研究機関を通しては英語を用いた
発表や交流を数多く行うことができた。その
結果、今まで日本の学会ではほとんど紹介さ

れることのなかった、トルコにおける歴史家
アイニー研究サークルとの交流が生まれ、今
後の共同研究への道を開いた。またベルギー
における F.ボダン教授との交流は、教授の２
度にわたる来日につながり、そのうち 1度目
は京都大学における講演会、2 度目は東京大
学における研究セミナーという形で結実し
た。 
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